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なぜ、 
高度ICT 

利活用か？ 
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「高度ICT利活用人材」とは？ 

クラウドコンピューティングや
ビッグデータなどのICTの高度
な利活用を通じて、企業・組織
の戦略を立案・実施ができる人
材 
出典：総務省、「高度ICT利活用人材育成プログラム開発事業」について 
http://www.soumu.go.jp/main_content/000155796.pdf 3 



「高度ICT利活用人材」とは？ 

クラウドコンピューティングや
ビッグデータなどのICTの高度
な利活用を通じて、企業・組織
の戦略を立案・実施ができる人
材 
出典：総務省、「高度ICT利活用人材育成プログラム開発事業」について 
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インフラ 
×ビッグデータ 

=戦略 

目指すのは・・・ 
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そもそも「ビッグデータ」とは？ 

データ 
=? 
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そもそも「ビッグデータ」とは？ 

データ 
×データ 
=知見 
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ここまでの話は、 

Nowcasting 
またの名を 

帰納的推論 
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Nowcasting 

だけで 
十分か？ 
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可視化 

解析 

予測モデ
ルの構築 

介入 

制御 

ビジネスへの展開 

現況の注目度 

予測モデル（アルゴリズム）なき予測
は存在しない 

Nowcastingの世界 

Forecastingの世界 

Fast Data Processing：ビジネス機会の捕捉 
リアルタイムにデータを補足し、ビジネス価値の高い機会を
捕捉する 
 

Big Data Management：ビジネス価値の発掘 
過去のデータから、ビジネス価値の高い規則性、関連性を
見出す 
（オラクル社） 

ビッグデータ利活用の４つのステージ 

出典：樋口知之、「ビッグデータがせまる人への投資とサービスの高度化」、第1回BODIK 
http://www.isit.or.jp/wg8/files/2013/11/1_higuchi.pdf 10 



これからの話は、 

Forecasting 
またの名を 

演繹的推論 
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「ビッグデータ」が目指すところは・・・ 

知見 
×仮説 
=価値 
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ここまでを整理すると・・・ 

ビッグデータ 
=データ×データ×仮説 
=価値 

目指しているのは・・・ 

インフラ×ビッグデータ 
=戦略 13 



インフラ 
×価値 
=戦略？ 
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インフラ 
×価値 
×”X” 

=戦略！ 15 



「高度ICT利活用人材」とは？ 

クラウドコンピューティングや
ビッグデータなどのICTの高度
な利活用を通じて、企業・組織
の戦略を立案・実施ができる人
材 
出典：総務省、「高度ICT利活用人材育成プログラム開発事業」について 
http://www.soumu.go.jp/main_content/000155796.pdf 16 



では、 
次世代ICTリーダー 
を育成するには 
どうするか？ 
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DSS4K 
(データサイエンスス
クール for 九州) 
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DSS4Kが育成するデータサイエンティスト像 
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DSS4K 

ユーザ企業のIT/
マーケッティング

担当者 

大学生/
大学院生 

転職/再就職/
就職を目指す
一般の方々 

ユーザ企業内 
データサイエンティスト 

IT企業 
データサイエンティスト 

ユーザ企業内 
データサイエンティスト 

入 学 / 編 入 学 

修    了 



DSS4K 
〜カリキュラムトライアングル〜 

DSS4K 

1. DSS4K@ 
Lab.Cloudによ

る自学 

2. DSS4K@ 
Lab.Cloudによ

るPBL 

3. OJTインター
ンシップ 
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DSS4K 
@Lab.Cloud 
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Lab.Cloud 
(=Laboratory Cloud: 

ラボクラウド) 
〜「学習」、「教育」、「研究」の総合的

クラウド環境を皆様に！〜 
www.laboratorycloud.org 
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Lab.Cloud (=Laboratory Cloud: ラボクラウド) 

= wCloud + MOOC 

wCloud (=Workshop Cloud: 工房クラウド) MOOC (Massive Open Online Course) 

23 wCloud MOOC 



(1) IaaS 
(Infrastructure-as-a-Service) 

(2) “X”aaS 
• TaaS (Tool) 
• MaaS (Model) 
• DaaS (Data) 
• ・・・ 

(4) マーケットプレイス 
• Tool/Model/Data/… 
• 対価 

(5) SNS 
(Social Network Service) 

(7) SNS dataに対するビッグデータ分析 

(3) 工房/プロジェクト 
• クルマ工房 
• HP3C 
• BODIC 
• ・・・ 

(6) CF/CS 
• Crowd funding 
• Crowd sourcing 

データ 
レポジトリ 

モデル 
レポジトリ 

ツール 
レポジトリ 
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wCloud (=Workshop Cloud：工房クラウド) 
～ ７つの主要サービス ～ 



Lab.Cloud (=Laboratory Cloud: ラボクラウド) 

= wCloud + MOOC 
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サービス/機能 wCloud MOOC Lab.Cloud 

IaaS (Infrastructure as a Service) ✔  ️ ✔  ️

“X”aaS (”X” as a Service) ✔  ️ ✔  ️

レポジトリ＋マーケットプレイス ✔  ️ ✔  ️

工房/プロジェクト 
[CMS (Contents Management System)] 

✔  ️ ✔ 

ラボ/クラスルーム 
[LMS (Learning Management System)] 

✔  ️ ✔  ️

SNS (Social Network Service) ✔  ️ ✔  ️ ✔  ️

CF (Crowd Funding) ✔  ️ ✔  ️

CS (Crowd Sourcing) ✔  ️ ✔  ️

ビッグデータ分析による「知の伝承・共有」 ✔  ️ ✔  ️

ビデオ教材作成 ✔ ✔ 

ビデオ教材配信 ✔  ️ ✔  ️ ✔  ️

eポートフォリオ ✔  ️ ✔  ️

LA (Learning Analytics) ✔  ️ ✔  ️



クラウドIaaS 
(Infrastructure-as-a-Service) 26 

データ解析 
アプリケーション 

ビッグデータ& 
オープンデータ 
レポジトリ 

“bodic.org” 
BODIC (BigData & OpenData in the Cloud) 

〜DSS4Kの演習環境〜 

解析モデル 
レポジトリ 

解析ツール 
レポジトリ 

データ 
アップロード 

BODIC 
(BigData & OpenData in the Cloud) 



DSS4K 
〜カリキュラムトライアングル〜 

DSS4K 

1. DSS4K@ 
Lab.Cloudによ

る自学 

2. DSS4K@ 
Lab.Cloudによ

るPBL 

3. OJTインター
ンシップ 
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OJTインターン
シップ 
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Kaggle 
Kaggle 
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Insight Data 
Science Fellows 

Program 

INSIGHT DATA SCIENCE 
32 
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引き続き、 
次世代ICTリーダー 
を育成するには 
どうするか？ 
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人材育成システムの主要構成要素４つ 

ソフト面 
（カリキュラム、教
材、学習法、等） 

ハード面 
（設備、環境、等） 

人的面 
（教師、メンター、
チーム、等） 

？ 
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４つ目の構成要素にして 

最大の課題は 

ロールモデル 
の発掘・設計・提示！ 
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ところで、 
ロールモデル 
って何？ 
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世界を変える！ 
世界中の人々がもっとオープンに、そして、
もっと簡単にコミュニケーションできるよう

にする！ 

宇宙をへこませたい！ 

この世界で印刷されたすべての書籍、す
べての言語で書かれた書籍を６０秒でダ

ウンロードできるようにする！ 

世界中の情報を整理し、世界中
の人々がアクセスできて使える

ようにする！ 
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河本 薫 氏 
大阪ガス データアナリシスセンター 所長 

出典：http://news.mynavi.jp/articles/2013/06/28/ds1/ 

データサイエンティストというと“分析の
力さえあればいいのだ”と誤解されがち
ですが、それ以上にビジネスマインドが
求められる職種です。 

データ分析力やビジネス関係の知識
はもちろんのこと、現場から新たな
ニーズを引き出し、また分析ソリュー
ションを現場に受け入れてもらえるよう
提案できるコミュニケーション能力が非
常に重要です。 
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インフラ 
×価値 
×”X” 

=戦略！ 40 



皆さんにとっての 

”X”は 
何ですか？ 
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